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去
る
五
月
二
十
六
日
午
後
二
時
か
ら
、
東
京
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
伊
藤
理
事

長
を
議
長
に
、
成
田
有
恒
、
伊
村
隆
恵
の
両
師
を
議

事
録
署
名
人
に
選
出
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
平
成
五
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
件
」

　
伊
藤
議
長
よ
り
上
程
、
菅
野
総
務
部
長
が
説
明
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
平
成
五
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
伊
藤
議
長
よ
り
上
程
、
鷲
尾
財
務
部
長
が
決
算
書

を
詳
細
に
説
明
、
羽
賀
文
圭
監
事
が
監
査
報
告
を
行

っ
た
後
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

講演される近藤氏

氏
よ
り
、

講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
　
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

　
五
月
十
二
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室

で
、
本
年
度
第
一
回
の
ル
ン
ビ
ニ
i
委
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。

議
題
①
正
副
委
員
長
選
出
の
件

　
委
員
長
に
川
井
匡
俊
師
（
浄
土
宗
）
、
副
委
員
長

に
佐
々
木
孝
一
師
（
曹
洞
宗
）
が
選
出
さ
れ
た
。

議
題
②
顧
問
就
任
依
頼
の
件

　
本
件
は
委
員
長
と
事
務
局
に
一
任
さ
れ
た
。

　　

@　

　
協
議
事
項
①
日
宗
連
「
宗
教
法
人
と
税
制
に
関
す

　
　
　
　
　
　
る
研
究
会
」
に
つ
い
て

　
協
議
事
項
②
最
近
の
政
治
状
況
へ
の
対
応
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
て

　
協
議
事
項
③
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
に
つ
い
て

　
各
担
当
部
長
よ
り
、
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
活
発

な
質
問
、
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項
①
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の

　
　
　
　
　
　
現
況
に
つ
い
て

報
告
事
項
②
事
務
総
局
各
部
報
告

　
各
担
当
部
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　
な
お
、
会
議
終
了
後
、
公
認
会
計
士
の
近
藤
三
吉

　
　
　
　
「
宗
教
法
人
と
税
金
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

議
題
③
今
後
の
事
業
方
針
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る

　
　
　
件

　
勧
募
の
件
、
設
計
者
の
選
定
の
件
、
建
築
業
者
選

定
の
件
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
協
議
が
行
わ
れ
た
。

議
題
④
そ
の
他

　
六
月
入
～
十
日
に
開
催
さ
れ
る
、
W
F
B
執
行
委

員
会
に
併
せ
て
、
事
務
局
貝
が
ル
ン
ビ
ニ
ー
現
地
へ

出
張
す
る
事
が
、
了
承
さ
れ
た
。

　
ま
た
事
務
局
か
ら
、
本
年
十
一
月
に
バ
ン
コ
ク
で

開
催
さ
れ
る
世
界
仏
教
徒
会
議
に
併
せ
て
計
画
さ
れ

て
い
る
ル
ン
ビ
ニ
i
園
視
察
旅
行
に
対
し
て
、
本
委

員
会
委
員
並
び
に
各
加
盟
団
体
へ
の
協
力
要
請
が
行

わ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

報
告
事
項
①
ネ
パ
ー
ル
出
張
報
告

　
今
回
の
出
張
は
、
新
体
制
の
事
務
総
局
の
L
D
T

及
び
現
地
考
古
学
調
査
担
当
者
へ
の
挨
拶
、
現
状
視

察
、
第
三
期
作
業
の
開
始
に
際
し
て
の
打
ち
合
せ
及

び
各
種
手
続
き
、
駐
ネ
パ
ー
ル
日
本
大
使
館
へ
の
挨

拶
等
が
目
的
で
あ
る
旨
、
石
川
国
際
文
化
部
長
か

ち
、
詳
細
な
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
報
告
に
基
づ
き
委
員
か
ら
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
た
。

報
告
事
項
②
平
成
五
年
度
事
業
報
告

　
「
平
成
五
年
度
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
計
画
経
過
報

告
書
」
、
　
「
平
成
五
年
度
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
計
画

中
間
収
支
計
算
書
」
を
事
務
総
局
よ
り
説
明
し
、
了

承
さ
れ
た
。
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歳入歳出決算全日本仏教会財団法人

　仏

平成五年度

全

部の二三

科 目

款 項 目 予　算　額 決　算　額 差　異 備考

1．負　担　金 93，754，000 92，508，420 1，245，580

1．宗派負担金 83，841，000 82，950，420 890，580
2．都道府県微会負担金 8，694，000 8，442，000 252，000
3．各種団体負担金 1，219，000 1，116，000 103，000

2．寄　付　金 1，000，000 4，768，963 △3，768，963

3．未収徴収金 1，000，000 113，000 887，000

4．基金果実 700，000 709，460 △　　　9，460

5．雑　収　入 3500000 6828903 △3328903
当期収入計 （A 99，954，000 104，928，746 △4，974，746
前期繰越収支差額 9000000 7512247 1487753
収　入 合　計　（B） 108954000 112440993 △3486993

支　出　の 部

科 目

款 項 目 予　算　額 決　算　額 差　異 備考

1．事務総局費 75，250，000 74，096，621 1，153，379

1．人　件　費 54，550，000 54，468，416 81，584

1．事務総長手当 1，440，000 1，440，000 0

2．職員俸給 40，960，000 40，960，000 0

3．諸　　　　給 7，660，000 7，621，180 38，820

4．厚　生　費 2，800，000 2，757，236 42，764

5．退職積立金 1，690，000 1，690，000 0

2．事　務　費 12，400，000 11，374，407 1，025，593

1．借館借室費 4，300，000 4，300，000 0

2．光　熱　費 1，700，000 1，563，496 136，504

3．通　信　費 2，000，000 1，692，614 307，386

4．印　刷　費 1，300，000 905，350 394，650

5．備　品　費 1，700，000 1，632，348 67，652

6．諸　　　　費 1，400，000 1，280，599 119，401

3．旅　　　　費 3，300，000 3，290，200 9，800

4．共通事項処弁費 3，000，000 2，963，598 36，402

5．関西事務局費 2，000，000 2，000，000 0

2．総務部費 6，400，000 6，204，647 195，353

1．会　議　費 3，600，000 3，573，372 26，628

1．理事会費 1，400，000 1，400，000 0

2．評議員会費 500，000 500，000 0

3．諸会議費 1，700，000 1，673，372 26，628

2．渉　外　費 1，800，000 1，752，975 47，025

3．調査研究費 1，000，000 878，300 121，700

3．財務部費 1，700，000 1，692，456 7，544

1．税務対策費 1，700，000 1，692，456 7，544

4．同和推進部費 6，000，000 5，442，863 557，137

1．同和推進費 4，000，000 3，979，501 20，499

2．同和委員会費 2，000，000 1，463，362 536，638

5．社会部費 10，000，000 9，770，989 229，011

1．時局対策費 1，500，000 1，458，069 41，931

2．組織強化費 3，000，000 2，935，556 64，444

1．組織強化費 1，500，000 1，435，556 64，444
2．全日本仏教徒会議積立金 1，500，000 1，500，000 0

3．機関誌発行費 5，500，000 5，377，364 122，636

6．国際文化部費 4，700，000 2，595，552 2，104，448

1．国際交流費 4，200，000 2，225，902 1，974，098

1．国際交流費 3，000，000 1，490，202 1，509，798

2．WFB関係費 1，200，000 735，700 464，300

2．文化諸費 500，000 369，650 130，350

7．基本金繰入金 500，000 500，000 0

8予　備　費 4404000 1223609 3180391
当期収支合計 （C） 108，954，000 101，526，737 7，427，263

当期収支差額 （A－C） △9000000 3402009 △12402009
次期繰越収支 額　　B－C 0 10914256 △10914256
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ン
層
　
　
’

　
先
頃
、
タ
イ
国
内
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
亡
く
な
っ

た
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
遺
骨
の
帰
国
事
業
が
行
わ
れ

た
。
以
下
は
法
要
団
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
本
会

菅
野
秀
浩
総
務
部
長
の
報
告
で
あ
る
。

灘欝
、

灘
無
、
．

建
立
さ
れ
た
納
骨
堂
の
全
景

菅
　
野
卑
　
浩

熱
い
思
い
で
熱
い
大
地
（

　
本
年
四
月
六
日
か
ら
一
週
間
「
真
言
宗
豊
山
派
カ

ン
ボ
ジ
ア
難
民
納
骨
法
要
」
に
参
加
し
て
、
初
め
て

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
を
訪
れ
た
。
こ
の
事
は
私
に
と
っ

て
極
め
て
「
熱
い
思
い
」
の
実
現
だ
っ
た
。

　
一
九
入
○
年
去
月
（
昭
和
五
五
年
）
、
当
時
仏
教

青
年
会
々
員
だ
っ
た
私
は
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
の

一
員
と
し
て
派
内
の
仲
間
四
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
加
わ
り
、
あ
の
広
大
で
荒
涼
と
し
た
カ
オ
イ
ダ

ン
や
サ
ケ
オ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
貧
し
く
苛
酷
で
悲

惨
な
実
状
を
体
験
し
た
。
そ
の
報
告
は
、
す
ぐ
に

「
真
言
宗
豊
山
派
東
南
ア
ジ
ア
難
民
救
援
委
員
会

（一

纉
?
專
｡
六
月
発
足
）
」
に
反
映
し
、
四
年
の

間
に
延
べ
三
十
四
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
キ
ャ
ン
プ

に
派
遣
、
総
額
一
億
円
余
の
救
援
物
資
、
施
設
の
寄

贈
及
び
外
務
省
蜜
豆
機
関
へ
の
寄
託
金
等
の
支
援
活

動
が
精
力
的
に
か
つ
有
意
義
に
展
開
さ
れ
た
。

　
こ
の
姿
勢
は
現
在
も
脈
々
と
続
き
、
今
回
の
「
納

骨
法
要
」
を
実
現
さ
せ
た
か
ら
だ
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
青
年
の
願
い

　
日
本
に
定
住
を
希
望
す
る
難
民
支
援
の
施
設
に
、

舞
’
・

神
奈
川
県
南
林
間
に
設
置
さ
れ
た
「
大
和
定
住
セ
ン

タ
ー
」
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
定
住
セ
ン
タ
ー
を
出
て
、
立
派
に
日
本
で
自

立
し
成
功
し
て
い
る
青
年
ホ
ン
・
サ
ン
パ
ン
氏
が
、

平
和
の
訪
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
帰
っ
た
。

　
そ
こ
は
か
っ
て
同
じ
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
居
て
、
祖

国
へ
帰
っ
た
人
で
溢
れ
て
い
た
。
そ
し
て
彼
の
目
に

は
、
自
国
で
復
興
に
努
力
す
る
人
々
の
力
強
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
そ
れ
を
妨
げ
る
貧
し
さ
が
焼
き
付
い
た
。

　
今
、
他
国
で
安
定
し
た
生
活
を
す
る
自
分
に
で
き

る
こ
と
は
無
い
か
P
祖
国
に
何
が
で
き
る
か
P

　
彼
の
耳
に
聞
こ
え
て
来
た
の
が
、
難
民
キ
ャ
ン
プ

で
亡
く
な
っ
た
方
の
遺
骨
へ
の
悲
痛
な
思
い
だ
っ

た
。　
早
速
ホ
ン
氏
は
か
つ
て
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
散
在

し
た
タ
イ
へ
何
度
も
足
を
運
び
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

協
力
を
得
て
、
遺
骨
を
収
集
し
た
。
そ
の
数
は
遺
族

の
確
認
で
き
る
も
の
と
確
認
で
き
な
い
も
の
を
含
め

て
何
千
体
に
も
達
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
収
め
る

場
所
も
施
設
も
無
か
っ
た
し
、
莫
大
な
費
用
も
要
す

る
事
に
な
っ
た
。

　
そ
の
と
き
思
い
出
し
た
の
が
、
か
つ
て
自
分
が
収

容
さ
れ
て
い
た
「
大
和
定
住
セ
ン
タ
ー
」
に
支
援
に

来
た
、
日
本
の
僧
の
姿
で
あ
っ
た
。
彼
は
何
度
も
足

を
運
ん
で
、
自
分
の
気
持
ち
と
、
遺
骨
収
集
へ
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
の
痛
切
な
思
い
を
訴
え
た
。

　
真
言
宗
豊
山
派
当
局
は
、
か
つ
て
の
支
援
活
動
の

一4一
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集
大
成
を
す
る
べ
く
動
き
出
し
た
。

渦
巻
く
歓
迎
と
輝
く
塔

　
巻
き
上
が
る
土
埃
は
、
道
を
遮
っ
て
前
が
見
え
な

い
。
気
温
は
四
十
度
を
超
え
て
い
る
。

　
こ
こ
は
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
車
で
約
二
時
間

半
、
タ
ケ
オ
で
あ
る
。
こ
の
タ
ケ
オ
に
あ
る
チ
ュ
ー

テ
ィ
ル
寺
の
境
内
に
、
ホ
ン
氏
の
願
い
が
叶
っ
て
立

派
な
ス
ト
ゥ
ー
パ
型
の
納
骨
堂
が
完
成
し
た
。

　
そ
の
落
慶
納
骨
法
要
に
宗
派
を
代
表
し
て
十
一
名

の
法
要
団
貝
と
し
て
や
っ
て
来
た
の
だ
。

「
何
だ
ろ
う
」
途
中
で
バ
ス
は
止
ま
っ
て
し
ま
っ

た
。
拍
手
が
聞
こ
え
る
。
団
員
が
「
あ
れ
！
歓
迎
さ

れ
て
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
頓
狂
な
声
を
上
げ

る
。　
早
速
、
直
結
と
袈
裟
を
着
け
る
。
行
道
は
何
百
人

も
の
子
供
の
拍
手
の
中
を
歩
く
。
全
部
で
二
千
人
は

い
る
だ
ろ
う
か
。
沢
山
の
白
い
法
衣
の
比
丘
尼
が
合

繊

（上）舎利塔の並ぶ納骨堂内部
（下）法要団一行　右端が筆者

夢
＝
・
　
『
二
・
／
べ

掌
し
て
迎
え
る
。
中
央
に
大
柄
な
僧
が
立
っ
て
い

る
。
住
職
の
ト
ゥ
ム
・
ソ
・
ワ
ン
タ
ー
師
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
に
沢
山
の
僧
侶
が
い
る
。
そ
の
又
後
に

ブ
ル
ー
と
金
色
で
装
飾
さ
れ
た
立
派
な
塔
が
、
様
々

な
お
祝
い
の
飾
り
を
付
け
て
、
熱
い
太
陽
の
下
、
く

っ
き
り
と
輝
い
て
建
立
さ
れ
て
い
た
。

声
明
の
響
き
ど
金
銀
「
の
含
利
塔

　
本
堂
へ
案
内
さ
れ
る
。
か
つ
て
何
度
も
難
民
キ
ャ

ン
プ
で
法
要
を
し
た
が
、
決
ま
っ
て
本
尊
と
対
向
で

し
か
礼
拝
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
は
全
く

住
職
や
欝
欝
と
同
じ
上
座
で
あ
る
。
用
意
し
た
磐
を

な
ら
し
、
高
ら
か
に
声
明
を
唱
え
、
鏡
を
打
つ
、
厳

か
に
経
を
読
諦
し
、
真
言
を
翻
す
る
。
こ
こ
ろ
な
し

か
、
本
堂
か
ら
溢
れ
る
信
者
の
人
の
喜
び
が
伝
わ
っ

て
来
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
に
初
め
て
響
く
豊
山
声

明
、
唱
え
る
団
貝
の
ど
の
顔
も
緊
張
と
感
激
で
、
潤

ん
で
見
え
た
。

　
続
い
て
金
銀
の
舎
利
塔
を
両
手
に
も
っ
て
、
本
堂

の
外
を
一
周
、
納
骨
堂
に
赴
き
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に

並
べ
ら
れ
て
安
置
さ
れ
た
。

　
か
つ
て
難
民
と
し
て
祖
国
を
追
わ
れ
た
一
人
の
青

年
ホ
ン
・
サ
ン
パ
ン
氏
の
祈
願
。

　
こ
の
尊
い
祖
国
を
思
う
心
と
、
仏
教
を
一
番
の
心

の
糧
と
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
熱
い
国
民
性
こ
そ
、
一

日
も
早
い
自
立
復
興
を
促
す
の
だ
。

一5一
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差
別
の
歴
史
一
密
教
の
人
間
観
一

智
山
伝
法
院
院
長

　
第
二
十
七
回
「
業
・
黙
黙
羅
問
題
」
に
関
す
る
研

究
会
が
、
去
る
四
月
二
十
二
日
午
後
一
時
半
か
ら
、

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

　
智
山
伝
法
院
院
長
・
宮
坂
宥
勝
師
が
、
　
「
差
別
の

歴
史
－
密
教
の
人
間
観
一
」
の
テ
ー
マ
で
、
要
旨
次

の
よ
う
な
発
表
を
行
っ
た
。

　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

　
宗
祖
弘
法
大
師
空
海
の
詩
文
集
『
性
霊
集
』
の
中

に
、
差
別
的
な
表
現
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の

が
い
く
つ
か
あ
る
。

　
　
　
　
　
え
み
し

　
そ
の
中
に
蝦
夷
の
人
々
を
毛
人
・
羽
人
と
い
う
表

現
が
あ
り
、
　
「
田
つ
く
ち
ず
、
衣
お
ち
ず
、
藥
鹿
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
が
ら

逐
り
。
羅
刹
の
流
に
し
て
人
の
傳
に
あ
ら
ず
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
そ

　
　
　
　
え
み
し

と
あ
る
。
蝦
夷
と
は
今
日
で
い
う
蝦
夷
で
あ
る
が
、

必
ず
し
も
ア
イ
ヌ
の
人
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
く
、

当
時
の
東
北
地
方
に
居
住
し
て
い
た
人
々
を
呼
ん
で

い
た
。
稟
鹿
は
鹿
で
狩
猟
民
で
あ
る
こ
と
を
表
わ

す
。　
ま
た
、
栴
陀
羅
問
題
の
発
端
は
、
私
が
校
註
し
て

宮

坂

宥

勝

一
九
六
五
年
に
岩
波
書
店
か
ら
出
た
『
三
教
早
帰
・

性
霊
集
』
の
中
の
「
高
雄
山
寺
択
任
三
綱
之
書
」
に

「
施
陀
羅
悪
人
」
の
語
が
あ
り
、
こ
れ
が
一
九
入
四

年
六
月
十
日
付
け
朝
日
新
聞
に
、
　
「
弘
法
も
筆
の
誤

り
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
」
と
の
見
出
し
で
大
き
く
報

道
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
『
性
霊
集
』
は
、
全
十
巻
で
あ
る
が
、
第
入
・
第

九
・
第
十
の
三
巻
は
散
逸
し
て
、
平
安
時
代
の
末
期

に
京
都
仁
和
寺
慈
尊
院
の
済
邊
が
逸
文
を
収
集
し

『
補
閾
紗
』
を
作
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
第
九
巻
に

は
、
真
偽
未
定
や
明
か
に
偽
作
で
あ
る
も
の
が
入
っ

て
い
る
。
　
「
高
雄
山
寺
択
任
三
綱
之
書
」
も
空
海
の

真
作
で
は
な
い
こ
と
が
明
白
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

内
容
は
、
和
合
の
精
神
を
大
切
に
し
て
サ
ン
ガ
の
秩

序
を
乱
さ
な
い
よ
う
、
空
海
が
弟
子
に
与
え
た
訓
戒

で
あ
る
。
　
（
実
際
は
空
海
で
は
な
く
、
誰
か
が
代
筆

し
た
も
の
で
あ
る
が
）
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の

は
、
　
「
サ
ン
ガ
の
秩
序
を
乱
す
者
は
わ
が
弟
子
で
は

な
い
。
わ
が
弟
子
で
な
い
者
は
施
陀
羅
悪
人
で
あ

る
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
「
栴
陀

羅
悪
人
は
仏
法
と
国
家
の
大
賊
だ
」
と
読
み
違
え
て

い
る
。
こ
れ
を
朝
日
新
聞
は
「
旛
陀
羅
は
悪
人
で
あ

る
」
と
報
道
し
た
。
そ
れ
で
空
海
は
栴
陀
羅
は
悪
人

で
あ
る
と
決
め
つ
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
一
般

に
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
施
陀
羅
と
い
う
言
葉
の
使
い
方
に
つ
い
て
み
る

と
、
平
安
時
代
の
初
期
に
お
い
て
は
最
下
層
の
人
々

を
髪
洗
と
称
し
た
が
、
栴
陀
羅
と
は
表
現
し
て
い
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
空
海
の
い
う
施
陀
羅
と
は
、
当

時
の
奴
等
を
指
す
の
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
レ
ト
リ

ッ
ク
（
修
辞
的
用
法
）
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
も
と

よ
り
、
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
て
も
差
別
的
表
現
に
は

問
題
が
あ
る
が
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
真
言
宗
の
私
ど

も
が
こ
の
差
別
的
表
現
に
つ
い
て
、
ど
う
心
を
向
け

て
取
り
組
む
か
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
問
題
が

残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
真
言
宗
智
山
派
の
見
解

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
　
『
「
施
陀
羅
問
題
」
を
め
ぐ

っ
て
1
真
言
宗
智
山
派
見
解
一
』
　
（
九
三
年
五
月
真

言
宗
智
山
派
宗
務
庁
刊
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
つ
ぎ
に
、
梅
坪
羅
に
つ
い
て
歴
史
的
に
遡
り
、

『
性
霊
集
』
に
至
る
ま
で
の
背
景
を
探
っ
て
み
た

い
。
　
紀
元
前
三
千
年
か
ら
二
千
年
の
間
に
、
ア
ー
リ
ア

民
族
が
西
北
イ
ン
ド
の
パ
ン
ジ
ャ
ブ
地
方
に
移
住

し
、
紀
元
前
千
年
く
ら
い
ま
で
の
間
に
ア
ー
リ
ア
社

会
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
過
程
で
、
黒
色
旧
事
の
原

一6一
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盛
民
族
は
、
シ
ュ
ー
ド
ラ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

カ
ー
ス
ト
制
度
が
確
定
さ
れ
た
。
紀
元
前
千
年
頃
か

ら
、
ア
ー
リ
ア
民
族
は
さ
ら
に
東
進
し
ガ
ン
ジ
ス
河

上
流
地
方
に
入
っ
た
。
彼
ら
は
、
遊
牧
民
族
か
ら
次

第
に
農
耕
民
族
へ
と
姿
を
変
え
て
い
っ
た
の
で
、
周

辺
の
森
林
は
伐
採
・
開
墾
さ
れ
、
原
住
の
林
住
狩
猟

種
族
は
居
住
す
る
場
所
を
失
い
、
奥
地
に
追
い
や
ら

れ
、
ア
ー
リ
ア
社
会
の
周
辺
部
に
原
住
民
が
居
住
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
原
住
民
の
一
種
族
が
チ
ャ

ン
ダ
ー
ラ
で
あ
り
、
当
初
は
種
族
名
で
あ
っ
た
も
の

が
ア
ウ
ト
カ
ー
ス
ト
と
し
て
の
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
と
な

り
差
別
が
始
ま
っ
た
。

　
ま
た
、
イ
ン
ド
の
法
典
を
見
る
と
、
バ
ラ
モ
ン
の

女
性
と
シ
ュ
ー
ド
ラ
の
男
性
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子

供
は
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
で
あ
る
、
と
マ
ヌ
法
典
等
に
明

発
表
さ
れ
る
宮
坂
駄

面
に
法
文
化
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
、
バ
ラ
モ
ン
の
血

の
純
潔
性
を
保
つ
た
め
に
混
血
を
嫌
い
、
チ
ャ
ン

ダ
ー
ラ
の
烙
印
を
押
し
た
の
が
、
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
の

起
源
の
二
つ
目
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
は
狩
猟
民
族
で
あ
っ
た

の
で
、
殺
生
に
関
わ
る
業
務
、
死
体
処
理
、
茶
毘
、

処
刑
な
ぜ
、
な
ん
ら
か
の
意
味
で
死
に
関
わ
る
仕
事

は
全
て
彼
ら
の
役
目
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
宗
教

的
・
呪
術
的
な
死
に
対
す
る
不
浄
観
か
ら
チ
ャ
ン

ダ
ー
ラ
を
排
除
し
た
。

　
た
だ
し
、
大
乗
仏
教
が
興
起
す
る
と
、
不
殺
生
戒

を
徹
底
す
る
立
場
か
ら
肉
食
を
禁
止
し
た
が
、
こ
の

こ
と
に
よ
り
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
に
対
す
る
差
別
・
蔑
視

が
一
層
仏
教
に
お
い
て
強
ま
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に

皮
肉
な
こ
と
だ
と
思
う
。

　
チ
ャ
ン
ダ
！
ラ
が
他
の
林
住
種
族
と
共
に
原
住
民

族
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
、
三
つ
の
証
拠
が
あ
る
。
一

つ
は
狩
猟
を
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、

ア
ー
リ
ア
民
族
と
は
異
な
る
固
有
の
言
語
を
使
っ
て

い
た
。
第
三
に
、
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
に
特
有
の
呪
術
と

か
呪
文
が
あ
り
、
こ
れ
は
密
教
に
伝
承
さ
れ
て
い

る
。
薬
師
如
来
の
真
言
「
オ
ン
コ
ロ
コ
正
篇
ン
ダ
リ

マ
ト
ウ
ギ
ソ
ワ
ヵ
」
の
セ
ン
ダ
リ
マ
ト
ウ
ギ
は
、
チ

ャ
ン
ダ
ー
ラ
・
マ
二
二
ン
ギ
の
こ
と
で
あ
り
、
非
常

に
古
い
時
代
の
チ
ャ
ン
ダ
ト
ラ
種
族
の
宗
教
文
化
が

密
教
の
中
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
一
概
に
チ
ャ
ン
ダ
ー

ラ
差
別
と
い
・
フ
が
、
密
教
で
は
一
方
に
お
い
て
尊
格

化
さ
れ
信
仰
の
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
非
常
に
複
雑

で
多
義
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
初
期
仏
教
に
お
い
て
は
、
釈
尊
が
前
の
生
涯
に
お

い
て
チ
ャ
ン
ダ
：
う
で
あ
っ
た
と
い
う
物
語
が
い
く

つ
か
あ
る
。
ま
た
、
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
の
最
後
の
教

典
に
は
バ
サ
ラ
ス
ッ
ダ
と
い
う
賎
民
行
の
記
述
が
あ

り
、
マ
ー
タ
ン
ガ
の
物
語
な
ど
を
通
し
て
、
釈
尊
が

説
か
れ
る
の
は
、
カ
ー
ス
ト
に
対
す
る
批
判
、
階
級

差
別
の
否
定
で
あ
る
。
イ
ン
ド
に
お
い
て
チ
ャ
ン

ダ
ー
ラ
が
完
全
に
差
別
・
蔑
視
の
対
象
と
な
っ
た
の

は
、
大
乗
仏
教
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
に
お
け
る
栴
陀
羅
の
歴
史
の
概

略
を
み
た
が
、
こ
こ
で
真
作
を
と
お
し
て
空
海
の
基

本
姿
勢
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

　
「
法
師
、
心
、
四
量
面
心
に
住
し
て
、
勢
倦
を
辞

せ
ざ
れ
。
貴
賎
を
看
る
こ
と
な
か
れ
。
」
　
（
補
閾
抄

巻
十
）
、
　
「
信
修
す
る
こ
と
あ
ら
ば
男
女
を
論
ぜ

ず
、
皆
縢
れ
そ
の
人
な
り
貴
賎
を
簡
ば
ず
、
悉
く
是

れ
其
の
器
な
り
。
」
　
（
補
闘
抄
巻
十
）
。
等
々
、
こ

れ
ら
を
み
る
と
性
別
、
貴
賎
、
貧
富
を
問
わ
な
い
こ

と
が
、
空
海
の
基
調
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
今
日
の
差
別
問
題
の
解
決
へ
の
取
り
組
み
は
、
最

終
的
に
差
別
意
識
の
解
消
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

俄
悔
が
大
前
提
に
な
る
。
こ
の
問
題
を
曼
陀
羅
の
世

界
か
ら
み
る
と
、
全
て
が
曼
陀
羅
の
中
に
包
振
さ
れ

て
い
る
と
い
う
原
点
を
踏
ま
え
て
努
力
す
る
こ
と

が
、
智
山
派
の
基
本
的
立
場
で
あ
る
。
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半
　
　
小
樽
仏
教
会
一

　
去
る
五
月
九
日
、
小
樽
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
を
会

場
に
、
小
樽
仏
教
会
＝
○
年
記
念
式
典
お
よ
び
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
午
後
五
時
半
か
ら
始
ま
っ
た
式
典
は
、
＝
○
年

と
い
う
長
い
歴
史
を
持
つ
小
樽
仏
教
会
の
歩
み
を
ス

ラ
イ
ド
で
紹
介
し
た
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
始
ま
り
、
記
念

法
要
、
栗
原
勝
旭
仏
教
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
伊

藤
全
仏
理
事
長
の
祝
辞
が
、
野
生
司
社
会
部
長
よ
り

披
露
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
　
「
自
灯
明
、
法
灯
明
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
小
滝
了
信
北
海
道
仏
教
会
連
盟
会

長
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
午
後
七
時
過
ぎ
か
ら

一
〇
年
記
念
式
典

の
祝
賀
会
で
は
、
次
々
に
来
賓
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

る
中
、
出
席
者
の
和
や
か
な
懇
談
が
続
い
た
。

『
寺
院
運
営
の
法
律
入
門
』
好
評

　
先
月
号
で
ご
紹
介
し
た
本
会
顧
問
弁
護
士
・
長
谷

川
正
浩
師
の
新
著
『
寺
院
運
営
の
法
律
入
門
』
　
（
定

価
二
千
円
）
が
好
評
で
す
。
申
し
込
み
先
の
電
話
番

号
が
違
っ
て
い
て
、
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

東
京
都
新
宿
区
新
宿
一
－
一
九
－
六
　
I
S
ビ
ル

長
谷
川
法
律
事
務
所
（
容
〇
三
－
三
三
五
ニ
ー
四
五

五
四
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

仏

旗

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　

○
仏
旗
（
大
）
た
て
1
4
㎝
よ
こ
2
1
㎝
三
二
、
○
○
○
円

○
仏
旗
（
中
）
た
て
9
0
㎝
よ
こ
燭
㎝
一
二
、
○
○
○
円

○
仏
旗
（
小
）
た
て
7
0
㎝
よ
こ
㎜
㎝
　
九
、
三
〇
〇
円

○
手
　
旗
　
　
た
て
7
0
㎝
よ
こ
㎜
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